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平成30年10月期（連結）通期連結業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成29年12月11日に公表いたしました平成30年10月期（平成29年11月1日～平成30年10月31日）

の、業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結会計期間業績予想と実績値の差異 

平成30年10月期（平成29年11月１日～平成30年10月31日） 

 
 

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 4,798 44 55 36 28.66 

今回修正予想(Ｂ) 4,698 13 29 29 23.01 

増減額(Ｂ－Ａ) △100 △31 △26 △7  

増減率(％) △2.0 △70.5 △47.3 △19.4  

(ご参考)前期実績
(平成29年10月期) 

4,623 △59 △71 △69 △54.48 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、野菜苗生産販売事業の売上高は、概ね予想数値となりましたが、農業関連資材

の売上拡大に向けて営業推進を行った結果、前連結会計期間の売上高は上回ったものの、同業他社との競

合や新規事業の進捗の遅れ等の影響もあり予想に対して未達となりました。 

利益面につきましては、売上高の減少及び販売商品構成比の変動に伴い利益率が低減したことにより、

売上総利益が減少いたしました。また、既存事業の規模拡大や新たな事業への取り組みを行うなかで、研

究開発費や人材強化に伴う人件費等の増加により販売費及び一般管理費が増加した結果、営業利益が減少

いたしました。経常利益および親会社に帰属する当期純利益につきましては、新たな受託研究による受取

手数料等の営業外収や連結子会社の異動に伴う持分変動利益が増加したものの、営業利益等の減少に伴い

い、予想を下回る結果となりました。  

 

以上 

 


